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rさようなら白鴎女子短期大学幼児教育科」
「環境問題の視点」最終講義
細野英夫
白鴎女子短大幼児教育科は、昭和49年4月小山の地に誕生しました。いく
つもの起伏をへて今日を迎えたわけですが、最後には白鴎女子短大の看板学
科となり、名実ともに県下一となりました。35年間の歴史を閉じるわけです
が、これも良き学生がいたからと思っています。（卒業生総数6，321名（一部
4，994名、二部1，327名））長い問ありがとうございました。
私は、白鴎女子短期大学（21年）及び白鴎大学（4年）合計25年間在籍し
定年を迎えました。その間保育内容“環境”・生物学・生物環境論などを講
じてきました。それには、主に植物生態学を中心に、“自然と人間が共に生
きる”をテーマにして学生と共に学ぶことでした。また、ゼミナールを中心
に尾瀬に出かけたことは忘れ難いことです（尾瀬については、経営学部論集
に“私の尾瀬ノート＝尾瀬行30年の記録＝”に記載されています）。それに
加えて、保育内容“環境”の一環として実施していた南那須少年自然の家で
の原体験をもととした合宿も忘れ難いものです。両者ともいまとなっては良
き思い出になっています。
「環境問題の視点」が今日の最終講義の題でしたが、うまくまとめられま
せんでした。相変わらず下手ですね！といわれそうですが御容赦願います。
この原稿は、平成18年1月17日（水）4時限に行われた私の最終講義の概
要です。冨田英也先生の好意により収録されたものです。
今年で71歳になり、7年ほど前にごく軽い脳軟化症を患いましたが、現在
一1一
細野英夫
は元気にしております。皆様方の健康と発展を祈り、再会できることを心か
ら願っております。
細野英夫先生最終講義2006年1月17日第4時限254室
r環境問題の視点」について
花を飾ってくれたのですね………、
あっ、君たちは発達科学部の学生ですね。来てくれてありがとう。
え一とですね、先週環境問題の視点という話をしましたね。それをまとめ
なさいという話をしましたが、授業が終わってから2～3人の人に聞きまし
たら、まとめるのが困難であるということになりまして、しょうがありませ
んから最後ですしサービスで、私自身がまとめてきましたのでこれを見てく
ださい。すみませんがこれをまわしてください。
え一先週聞いていなかった人は当然中身は良く分からないと思うのですけ
ど、斉藤さんいますか…、はいこれをどうぞ。それではもう渡りましたか。
それではですね、最初から話したいと思います。私たちは一人ひとり或い
は国としても、豊かで快適な生活を築こうとしています。それがですねどう
いう形で進展したかと言いますと、一言では言えないのですが、例えばメソ
ポタミヤ文明ですとか或いはエジプトですとか中国の黄河とかインドのイン
ダスとかいうところで文明が生まれたということは君たちも知っていると思
います。そのように人類の文明とか文化の進展というものはどうしても国に
よって或いは地域によって差がでてくる、これは分かりますね。今でも差が
あると思いますけど。その結果いち早く効率的な経済の活動のシステムと言
うものを作り上げた国と、そうでない国というものができてしまった。まあ
俗に言う先進国ですね、それから発展途上国ですね。もう少し言い方を変え
れば北と南という国ができてしまった、これはもう君たちの知ってる通りで
す。その結果経済的、社会的に、そして政治的に見て、支配或いは非支配と
いうものができてきた。日本の様に非常に豊かなですね科学技術の発展と共
に色んな物を作り、それを売りそして大きなお金を動かすと、そういう国が
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出たかと思うと、まだまだそう行かないという国も当然ある訳です。
この問1ヶ月か2ヶ月前に熱帯雨林の減少というビデオを見ましたね、あ
れで分かりましたようにフィリッピン、タイ、それからマレーシア、それか
らインドネシア、パプアニューギニアと言う様な世界各国の森林というのは
どんどん伐採されていましたね。それからブラジルなんかもそうでしたね。
そして君たちにレポートを書いてもらいましたが、初めてみましたとか、こ
んなに凄いとは思いませんでしたと書いてくれました。
そして、その森林の切った木はどこに行ったのかと言いますと、日本のよ
うな一部の北の国ですね、途上国じゃなくていわゆる先進国がお金を沢山そ
こへつぎ込んで、そして日本へ持ってきて家を作ると言う事をやったわけで
すね。そう言うようなこと、そのことを支配或いは非支配と言うのかも知れ
ませんが、まあそう言う事が起きていることは、現実であります。さらにで
すね、映像では見ませんでしたけれどタイには、タイばかりではないのです
が熱帯にはマングローブ林があります。マングローブと言うのは海水で育つ
木という意味なのですが、これがあります。日本で言いますと沖縄にもあり
ます。これは大変優れた生態系をもっております。そこで沢山の生物が正に
食物連鎖によって繋がりをもって豊かな漁場を作られています。そしてそこ
ではいろいろな種類の沢山の魚が取れるのです。それに目をつけた日本がマ
ングローブ林にエビの養殖場を作りました。私たちの胃袋を満足させること
が行われていました。ところがですね、マングローブと言うものは元々は南
の人達にとりましては、薪や炭或いは家を建てる建材、そう言うように生活
に直接結びついていた訳です。さらにはいわゆる高潮がやってくる、それを
防いでくれる防潮的な役目をしていた訳です。ところがですね、それをみん
な切ってしまったらどうなるか、と言う事になりますと、これはもう押して
知るべしだと思うんです。このような経済活動の支配、非支配と言う構図と
言うものは、やがてシステム化されてそしてどんどんどんどん進んでいった
訳です。そして全世界的な環境汚染或いは環境破壊という原因になっていっ
た訳です。つまり有限である地球から収奪と言う事をやったわけです、経済
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的に優位であった私たち先進国の人達はですね、換金作物と言いますけれど
も、例えばバナナが取れるとなると、椰子の木を全部本当に見わたす限りそ
れを切ってしまって、そこにバナナを植える、つまりそれをお金に換える訳
ですね。そしてそう言う換金作物を北に輸出することです。そう考えていき
ますと、南の国の独自の伝統的な農業や、或いは農業の経済それにもとづい
た文化と言うものを私たちは破壊しているという部分があるのではないだろ
うか、しかもそれが私たちの一人ひとりの生活の仕組みの中に、或いは社会
の仕組みの中に、システムとして構造化されている。そうなると、なかなか
修正と言うのは難しい訳です。
現代いわゆる持続可能な開発であるとか、日本でも環境庁が3年ぐらい前
に循環型社会の形成と言う事を言い出しました。それでたくさんの学生の卒
論の提出があったのですが、私のゼミの学生も4～5名が書いていました。
そう言うように移り変わってきて私たちの意識が変わって来ているのは間違
いがないのだけれども、社会のシステム或いは生活の仕組みの中に構造化さ
れていって大変修正が難しいような状態にあると言えるのではないでしょう
か。そういう話を以前にもいたしました、私たち日本人というものが世界に
類を見ない勤勉さというものがあると思うのです。非常に真面目ですよね、
そしてきちんと働きます。ただしそれだけではないところがあった、それは
原因と結果を問わない無責任さ、つまりこの木を切ればやがて洪水が起きる
んだ、そういうことを考えずに、この国の農業は滅びてしまうんだ、この国
の文化というものは滅びてしまうんだ、それは私たちが木を切る或いは、こ
の国の木を買うことが原因なんだ、と言うことをあんまり考えない無責任さ
が私達の頭の中にあったのではないでしょうか。ですから、君たちがこれま
でもう20年近く生きてきて、あの映像を見た時に皆びっくりするんですよね、
そういう経済の仕組みに生きていながらも具体的に気がつかないと言うのが
本音だろうと思うのです。
さて、それではどうしたら良いのだろうか、どう考えていったらいいのだ
ろうか、と言うことが2つあると思うのです。1つは現状の正確な認識、こ
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れを中心にして後期は授業をやってきた訳です。地球の温暖化がこういう原
因で起きる、その結果こういうことになる、ほって置いたら大変である・或
いは酸性雨やオゾン層の破壊、さらには砂漠化、さらに有害廃棄物を捨てる
と言う問題ですね、熱帯雨林が減少してゆく、野生の生物の種類がどんどん
減っていくと言うようなことがあったわけです。それらを含めて現状の正確
な認識を一応授業の中で話していた訳ですけれども、それをもう少し具体的
に言いますと、ミクロの視野が私たちに必要である。つまり一人ひとりが全
地球的な広い視野を持つことが大切であろう。OnlyoneEarthつまりこれ
は宇宙船地球号の乗り組み員の一人なんだと言うことである。そして生きと
し生けるもの新羅万象すべてがやっぱり同じであり、人間だけではないので
あると言うことです。
2つ目はミクロの視野が必要である、ミクロの視野と言うのは生活者の立
場として環境を考える、actlocallyとプリントに書いておきましたが、ごみ
を使い捨てにしない或いは気軽に捨てない、エネルギーを無駄に使わないと
言うようなことであった訳です。
そして、最終的に言葉で締めくくりを考えてみると、大変大げさなことに
なりますが、“環境”は人類発展のキーワード、となることが言える訳です。
やっぱり経済発展と言うことは絶対必要です、経済発展があるから環境が
悪化するので、経済発展を止めようとするなら我々の実際の生活は維持でき
ません、やっぱり経済発展は必要です。それで環境の保全は必要かと言えば、
そんなことはない。そこで先週話した様に二律背反的な考えを持つかもしれ
ませんが、持続可能な経済発展と環境保全と言うものが相まって、現在享受
できる便益を最適化するような経済の発展が必要であると考えます。いわゆ
るそれが循環型社会の形成である訳です、持続可能な社会になってくるだろ
うと思います。つまり経済発展と環境保全と言うものは二律相反的な面を持
つけれども両者が相まってうまく組み合わさり好い社会ができるのであろう
と考えます。
さらに先に進めたいと思います。それでは具体的に例えばオゾン層が破壊
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される、じゃあそれをなくすためにフロンガスを出さない、と言うことにな
りますね。また温暖化になります、それじゃ二酸化炭素を出さなければいい、
これではあまりにも直接的すぎますね。そうではなくて、やっぱりフロンガ
スが発生する、なぜ発生するのかと言うように考えていった時に、フロンガ
ス・オゾン層と直接結びつけるのではなくて、もう少し問をおいて両者の関
係を考えてみてはどうだろうか。そこで環境悪化の原因と言うようにもう少
し直接的に話を進めて生きたいと思います。それでは板書をしたいと思いま
す。
一番目は人口問題なんです。それでどうしてこれが環境問題に直接結びっ
くのか、今日はこの問題について話をしたいと思います。トーマス・マルサ
スという人がおりました、この人は人口論と言う論文を書きました。正式に
は「人口原理に関する小論文その社会の未来に及ぼす影響」と言うのがタイ
トルでした。それを私たちは人口論（1798年）と呼んでいる訳です。マルサ
スはイギリスの経済学者です。この人は人口は幾何級数的に増えていく、幾
何級数と言うのは1・2・4・8・16…、それに対していわゆる食糧と言う
のは算術級数的に増えていく1・2・3・4・5・6。これによると、人口
の増え方に比べて食糧の増え方はどうしても少なくなってしまう、したがっ
て人口増と言うものは貧困を生むであろうと言っており、マルサスはその当
時はそれが自然現象であり、社会的な制度の問題ではないと言っています。
つまり自然だと言っている。ただし、貧困と飢餓が地球上を覆うであろう、
その結果戦争が発生し疫病が蔓延化するであろうと言っている。つまり、食
糧を奪い領土を奪うとか、そう言う事を日本も第一次大戦第二次大戦と経験
がありますが、どこの国もそうですよね、そうして戦争と言うものをやって
きた訳で、君たちも納得してくれるだろうと思います。マルサスはそのよう
な人であります。
これは、身近な例ですと中国が毛沢東の時代に、第二次大戦の多くの犠牲
者を補うために、生めよ増やせよとやったのです、知っている人もいると思
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います。ところが、北京大学の当時の学長がマルサスの理論を持ってきまし
て、やがてだめになると言ったのです。そしたら案の定そう言った結果にな
り、北京大学の学長は毛沢東によって左遷されてしまったようです。案の定
中国は一人っ子政策をとりましたね、この話をするとまた長くなってしまう
のですが、これはNHKテレビが入りまして、その映像を写しました。日本
でも放送されましたので多くの人がその映像を見ているはずです。これはひ
どいものです、しかしだんだん緩和されて今ではいい状態に成りつつあると
言われています。とにかく、人口問題を解決することなく環境問題を解決す
ることはないと言われている訳です。それが先ず第一番目です。
それではですね、現在の地球の人口はどの程度かといいますと、1990年の
統計では約53億人だったと言われています。そして現在の2000年は60億人で
す、2010年皆さんが社会に出て活躍しているときは75億人、凄いですねさら
には2025年頃まさに君たちの子どもが生まれたとか、子どもの問題で悩んで
いるときには85億人という数字が出ております。つまり人口爆発と言う時代
が現在でも進行中であると言えるわけであります。さあそれではですね、さっ
きのマルサスではないですが、人口は幾何級数的・食糧は算術級数的が自然
なのだと言っており、社会制度の問題ではないのであると言っております。
まさに食糧問題になり、そして戦争が起こり、疾病が蔓延するだろうと言っ
ています。だから何らかの形で考えなければいけないと言われている訳です。
ただ話が少し横道にそれますが、マルサスの言った時には読みが外れてしま
うのです…、これはどうして外れたのでしょうか？それはアメリカ大陸が
発見されまして、ヨーロッパの人がワーと新大陸に行ったのですね。そこは
広いですから沢山開発して食糧の増産をしヨーロッパに持ってきました、さ
らに農業の進歩、機械化がされ化学肥料や農薬が出るようになりました、そ
してこの問題は消滅してしまうのです。さあ、そういう時代を経て現代に至っ
ている訳ですが、85億になることがこれで言える訳です。
どういうことが問題かといいますと、これを北と南という地域別に見てみ
ると、大変な矛盾がでてくるのです。先進国におきましてはこの人口の割合
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が33％、当然のこととして南の方は67％、こういうアンバランスが続いてい
る、したがって南の方にはもの凄い人口が増えます。そうすると何が必要で
すか？当然2番目の問題に触れますけど…食糧が不足ですね、食糧という
のはジャングルではできません、したがって木を切ります。もっとひどいの
はいわゆる原始的な農業、つまり焼き畑移動農業というものがありましたよ
ね、南米でバーと焼いていたのが映像で見ましたけれども、そういうことが
起きています。さあこれは1950年代でしたが、1960年代になるともっとひど
くなります。先進国は23％そして途上国は77％と益々ひどくなってきます、
しかも現代の2000年になりますともっとひどくなり北は20％南は80％との状
態です。つまりここに南と北の問題がある訳です。・じゃあなぜそのような南
の方が増えるのかと言いますと、分かりますように昔は多産でしたが衛生の
状態が悪くて死んでしまうことが多く、ところが先進国はそうではなかった。
やがて医療技術が発達し公衆衛生が良くなり、いわゆる多産でも亡くなるこ
とが少なくなってきます。そのことにより沢山の人が増えてきたわけであり
ます。分かりますね。それに対し北の方では逆です、この間日本でも発表に
なっていましたが、いわゆる少子化、高年齢の者が増えてくる状態が見られ
る訳です。その結果、昨日テレビを見ていましたら、インドのニューデリー
でストリートチルドレンも含め10万人のホームレスがいることをNHKのテ
レビでやっていました。おそらくニューデリー以外の色々な町でも多くのホー
ムレス路上生活者が増えていることは間違いない訳で、そういう状態が南の
方では起きているということです。それで何が起こっているかと申しますと、
失業者が増えスラム化が起きてきます。つまり都市への人間の集中があり、
そしてスラム化は都市機能が低下をする、さらには失業者が増加、過密な自
然環境悪化の原因を作る、と言うような問題を南のほうで起きてきて非常に
大きな問題になっている。その中には南に起きましては特権階級つまりお金
持ちがいて、もの凄い大きな土地を独占して富を独占している状況が見られ
る訳です。貧富の差が非常に激しくなっている、そのように宇宙船地球号と
言う中で人口の集中と言うものは、必然的に環境悪化の要因を数多く作るこ
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とになります。それでは人口政策、人口抑制政策、或いは人口増加政策を行っ
たら良いではないかと思うのですが、それはやっているのですよね。けれど
も人口の抑制と言うものは非常に難しいものがあることを、我々は少子化の
ことで良く知っていますね。じゃあ何をしたらいいのだろう、女性の地位の
向上、或いは教育の問題、或いは雇用の問題、さらには保健水準の引き上げ
の問題等々がありまして、なかなか人口を減らすということも増やすという
ことも難しいのが現実であります。
さあそれでは2番目としまして食糧問題の話をしたいと思います。世界の
人口の増加に伴って食糧の増産ということをやらなければいけません。当た
り前ですね、そしてその食糧を増産するためには、耕作地を拡大せねばいけ
ません。当前ですね、耕作地の拡大は森林の伐採に繋がるわけです。その森
林の伐採はCO，の吸収が少なくなるし、その結果として温暖化というよう
に結びついていきますので、そういう意味なのです。つまり食糧の問題が環
境問題と考えていった場合にそういう形で結びついていく訳です。南の方に
いきましては焼き畑移動農業、なぜ移動と言う言葉を使うかといいますと、
木を燃やして焼畑をしそこに耕作をするが、何回か話しましたように、南の
方は日本と違い土地そのものが力がない、木には力があると言う様なことが
起きてくるんです、したがって木を切ってしまうと、例えばそこに移植をし
てもなかなか育たないということになります。いったん焼畑をすると2～3
年で次のところへ行かなくてはならない、だから焼畑移動と言っているので
す。また2～3年経つと荒地になってしまうので次の所へ移動して繰り返し
ている訳です。つまり略奪的な農業というわけです。土地は草地荒地になり
砂漠化してゆくそして有限な農地での生産性の増加と言うものは、農薬や化
学肥料を大量にそこにぶち込むとことが必要になってくるわけです。農地は
広げることができないので、そこで食糧を増産するには、化学肥料を大量に
使うということが起きてくるわけです。ところがその農薬に耐性するといい
ますね、要するにだんだん慣れてきて薬が効かなくなることですね。そうい
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うものを持つ生物の種類が増えてきたり、土地そのものが酸性化、アルカリ
化或いは塩害と言うものができて生物が住めなくなり、作物が取れなくなっ
てしまう。
それを最初に本にした人が、アメリカの女性の科学者レイチェル・カーソ
ンでした。この人が「沈黙の春」という本を書きました。沈黙と言うのは春
になっても花が咲かない農薬や化学肥料を撒きすぎる、そういうことによっ
て春になっても花が咲かない、虫が育たない、小鳥がいない、つまり静かな
春という意味なんですね。この本を読んだ全世界の人は大きなショックを受
けたわけです。
このように人口が増大することによって食糧の増産があり、その食糧の増
産のために色々手を加え、森林を切ることから始まり、最終的には土地の生
産能力を失ってしまう、低下させてしまうものであります。このように私達
の食糧の問題は土地の砂漠化と言う問題を含めて、土地の生産力を奪ってし
まうことがあるわけです。
或いは世界の中では牧畜に依存をしている人達もいる、この人達は、ヤギ
にしろ羊にしろ牛にしろ馬にしろ、頭数を増やせばそれだけ豊かになる訳で
すね、ところが動物は限度を知りません、根こそぎ食べ尽してしまう、その
ことによって再生が不可能になり土地が荒廃し砂漠化しているという問題が
起きています。これはアフリカ等におきまして、年間に九州と四国を合わせ
た位土地が砂漠化しているという話をしましたが、そのことを思い起こして
もらいたいのです。
具体的に数値を挙げてみたいと思いますが、アフリカでは、1967年にピー
クになり169kg（平米当たりという意味で）あった訳ですが、現在は121kgに
減っています。そして全世界のピーク時にあたる、1984年の生産高は343kg
でした、それが現在では329kgに減少しているのが実際であります。このよ
うに穀物の生産量というものがどんどん減っている訳です。その減っている
原因は言うまでもなく土地の砂漠化による生産性の低下によるもので起きて
くるものであります。
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アフリカでは記録的な人口の増加、土地の劣化、異常気象、旱魅、これは
冬休みに新聞にしょっちゅう出ていました、なかなか目立たないですが、旱
魅さらには洪水とか或いは日照りですね、そして土砂崩れですね。こういう
問題は実は世界中で年中起きているのです。だから、ニュースとして我々は
なかなか見うけられないのか知れませんが、さらには政治的な経済的な混乱、
これは内戦ですね、やっているでしょう。それでアフリカでは28％減少して
いる訳です。
ところがここで北と南が出てくるわけですが、世界の穀物の年間生産量と
いうのは、120億トンと言われているのです、これについて考えてみたいと
思います。どう言うことかと申しますと開発途上国、南の方では90％、北の
方では25～35％、これは人間の食べる食糧なのです。じゃあ取れた内の25～
35％しか我々は食べていないと言うことになります。これはどう言うことか
と言うと、家畜の飼料として南では10％、北で65％～75％になっているのが
現実です。これはアメリカのイリノイ州立大学のアンナ・カレンと言う女性
科学者の調査によって明らかにされました。これは10000ポンドのトウモロ
コシの飼料として与えて牛肉が1000ポンド育ち、さらに人が100ポンドの血
となり肉を得る訳です。これは食物連鎖によって90％ずつ失われ、つまり
1／10に減少してしまうのです。これは熱力学第2の法則といいまして、何
でもそうであると考えられる訳です。これが食物連鎖の法則です。そこでこ
れがもし人間がトウモロコシを食べたらどうなるかといいますと、あまりに
も機械的すぎるかもしれませんがこれは1000ポンドになる訳です。だから南
の人達が肉を食べないのはそういう理由なんであるといっております。そし
てアメリカ人が肉を沢山食べるのはおかしいともいっているのです。
私も肉が好きなのでよく肉を食べに行くのですけれども、この問吉野家に
行って牛丼をくださいといいましたら、牛丼はありません豚丼ですといわれ
ました。私は豚も牛もまったく区別がつかないんですよ、豚といわれればそ
うかなと思い、牛といえばそうかなと思って食べているのです。まあ何でも
いいんですよ、鶏肉は良く分かるかな！（…笑い）
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まあ冗談はともかくとしまして、こういう時代の中に私たちはおります。
それでは肉を食べるなということを、はたしていえるのですか、…それは簡
単には言えないですよね。私も非常に良く分かるのですが、昔から比べると
今日の皆さんは体格が良いですよね、斉藤先生のようなでかい人間がいます
が、もちろん昔も例外でいましたけれど、私たちも肉は必要です。
女工哀史という小説がありました。信州の方の工場で糸を紡ぐ仕事をする
女の子を、小学校を卒業したぐらいの女の子を沢山連れてきて集団就職させ
働かせた訳です。その女の子が病気になり、卵を1個のせたご飯をもらうん
ですが、その当時はその卵ご飯が大変なご馳走だったんです。映画にも小説
もありました。確かにそういう時代があって今では本当に信じられないんで
す。卵が1個いくらですか？1個いくらかと聞かれると、そんなに安いの
かと思いますね。大量に鶏を飼って大量に生ませるからですよね、そういう
事によって私たちは大変豊かになっている訳です。
一口にいいますと牛を1キロ太らせるためには穀物を10キロ食べさせなけ
ればいけない訳です。食糧の需要は私たちの問題ではありません。昔はコッ
ペパン1個、牛乳を一緒に飲めれば良い方で、牛乳が飲めない時は味噌汁、
私ばかりでなく皆同じで、今は違うでしょう、トンカツ食べたりうどん食べ
たり色々なメニューがありバラエティーに富んでいますけれども、全部そう
なので、つまり私たちは貧しさというものを経験し、食糧難のときがありま
した。そうすると当然食糧の需要がもっと増えるし、その水準も上げもっと
おいしいものとなっていくのは、これは日本だけではありません。この南の
人達もまったく同じであります。つまり食糧の消費水準を変化させていきま
す、確実に増加させていくことが予測されます。そのときに先ほど板書した
ようなことが起きるのは問題です、飽食の時代と言われていますが、我々は
少しずつでも考えていかなければなりません。
それで食糧の需要が増えていくときに、耕地面積はこれ以上増やすことは
できない、農業技術の向上、これが大きいですね。機械化してゆく或いは化
学肥料や化学薬品を使用する、そして機械化するそのためにはガソリンを使
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い、大量の石油が必要になってきます。そういう食糧の分配について私達は
よくよく考えなければいけないのではないでしょうか。先進国では余剰になっ
ているものが、後進国発展途上国では不足している、これは世界の課題だと
思う訳です。
さあ、もう1つ私たちの国を支えているものがあります、それはなんです
か？それは言うまでもなく近代産業を発展させ、それによって得た製品、
そう言う物を私達は充分に作り出しました、そういう近代産業を支えている
のは・資源でありエネルギーです・資源やエネルギーの大量利用というもの
を考えないで、現代の社会を維持することはできません。ただしここに非常
に大きな問題があります。
3番目は、資源・エネルギーの問題で、これは何かと申しますと…エネル
ギーは石炭・石油・天然ガス・原子力の4つの大きなものですが、地下に埋
まっています、それを掘り出し精錬して、製品として使っています。これら
の物が地下に埋まっているときは、非常に安定した状態で埋まっています。
私達の時間を越えた何十億年という時間の中で作りあげて、その上に私達は
進化を遂げてきたのですから。それが害になることはなかった訳です。分か
りますね、地下で安定した形であった訳ですが、ところが採掘して精錬する
段階で不適切な使用により自然界が汚染されました。
これは君たちが知っているように、明治大正時代に富国強兵という考え方
があり、当然強い国を作りましょう、立派な国を作りましょう、近代化しま
しょう、その時に大量の銅が必要でした。この時に足尾で銅が発見されまし
た、そこから銅を採掘します、そして精錬します。現在でも川がありその向
こうには残骸が放置されています。撤去しないそうです、ただし、いずれは
どんどん崩壊してゆくと予想されます。この足尾銅山では採掘し銅を精錬す
る時に亜硫酸ガス等を沢山出しました、つまり煙を出しました。さらにいら
ないものを下の川に流すと言うことをやったわけです。煙の害によりその結
果あそこの山は枯れて緑がまったく無い、川に流れた廃出物はやがて渡良瀬
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川に流れてきて遊水地に流れ込みます、そして多くの人が犠牲になりました。
このことは君達も良く知っていると思います。
このように地下で安定していましたが地上に出たときに、多くの害を与え
ました。それが資源やエネルギーによって起こる環境問題であった訳です。
水俣病というのは君達も良く知っていることだと思います。イタイイタイ病
も知っていると思います。水俣病は熊本県の水俣で起きました大変悲惨な病
気でした。イタイイタイ病は富山県の神通川で起きました、カドミウムが体
内に蓄積され骨軟化症が起きる病気で、横になったりすると骨が折れてしま
い、苦しんで亡くなると言う、何とも悲惨な病気です。熊本の場合も相当前
から、私が学生の時からありました。そのときに熊本大学で学会があり行っ
たのですが、医学部の学生が盛んに訴えていました。具体的に言いますと視
野が狂って真っ直ぐ見えない症状や、神経が侵され踊り出すという病気、そ
してもっとも痛ましい胎児性水俣病でお母さんのお腹にいながら病気になり、
生まれたときには水俣病患者になってしまうものです。当時の大臣が土下座
をして謝っておりましたが、どうにもならない悲惨なものでした。水俣病の
場合はメチル水銀、有機水銀ですね、これが水俣湾に流された、新日本窒素
肥料水俣工場で肥料を作っていた訳です。そうすると、いらないもの使わな
いものを捨て、或いは触媒として使ったものを廃棄する。それが水俣湾に堆
積し、それを正に食物連鎖で、植物プランクトン動物プランクトン、さらに
魚、最後に人間が食べるという形の中で、いわゆる生物濃縮という仕組みに
よりましてこれが起きてくる訳です。
生物濃縮を覚えていますか？どうですか？それでは簡単に話をします
と、植物プランクトンの体内に取り込まれた有機水銀が動物プランクトンに
移り、それが魚へ移るというように食物連鎖が進むことになり有機水銀濃度
が高まっていく。それを人が食べるわけで、人はいっぺんに沢山食べません
が、有機水銀が多量に含まれた魚を1週間に1匹食べたとして365日続いて
いく……さあどうなりますか、後でゆっくり考えてくださいね。こういう仕
組みが生物濃縮と言う訳です。
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この仕組みによりまして水俣の病気ができてくるんです、さらにイタイイ
タイ病の場合は米です、カドミウムが水田に流れ込み米が吸収して人の体に
蓄積され病気になってしまうのです。
このように近代産業の発展の中に資源とエネルギーというものは大量に利用
されているのですが、生物濃縮というような生物の原理により、体内に蓄積
されそしてそれが色々な形で問題を起こすことが分かる訳です。足尾銅山の
ことが一番身近な問題で分かりやすいでしょうか、当然だと思うのですけれ
ど。
さらに資源の中には非枯渇性の資源というものがあります。つまり、石油、
石炭、金、銀、銅、重金属とは枯渇してしまうわけですけれども、植物や水
や動物は枯渇しません、自然界の中に長く留まります、ただしこれは私達の
場合でありこれが東南アジア等に行きますと、様々なものに利用されます。
それは言うまでもなくエネルギーとしての炭や薪、タイの国ではだいたい都
市におきまして80％農村におきまして100％今でも米を炊くのは薪や炭なの
です。マングローブを炭にしてタイからフィリピン等に、輸出し外貨を稼ぐ
ことをしているのです。したがいまして、マングローブを切るなと言えませ
んし、タイではマングローブ林を監視しています。ご飯を食べるためには仕
方がないのかも知れませんが、それでも後を絶たず伐採してしまう者がおり
ます。
そのことによって大量の炭や薪が燃やされ、石油石炭は北の国で燃やし、
最終的には大気を汚染し、酸性雨を引き起こし、地球温暖化を引き起こすこ
とになります。つまり資源やエネルギーという問題は様々な環境問題を引き
起こすことになります。今まで話してきたように食糧という問題は最終的に
は量の問題です、つまり少しだったら水に流してしまえば消えてしまうわけ
ですが、人口が増えることによって大量の煙を出す、大量のものを流す、大
量のものを伐採する、というようになると環境破壊、環境汚染の問題になっ
てくるのです。
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さあ、課題としては実はもう一つあるのですが、4番目ですが、人工有機
化合物の問題なのです。これもあまり知られていません。DDTというのを
しっていますか、…過去の問題ですが。それではDHC、PCB、フロン、フ
ロンは知っていますね。パラチオン、サリドマイド、キノホルム、サッカリ
ン、有機水銀剤、等々、こう言うものは全部人工有機化合物であったわけで
す。これらのものがいったいどの程度我々の身の回りにあるのだろうか、こ
れは君たちの想像をはるかに超えると思います。簡単に言いますと、1000万
種です。これは、私達の食品添加物、薬品、農薬、工業薬剤です。こういう
ものは、腐らない、腐らせない、ということがありますでしょう。つまり私
達にとって必要なそして大変役に立つものということが強調されていたわけ
です。薬なんかそうですね、先ほど言った中にサリドマイドとかキノホルム
とかサッカリン等がありますけど、ところがこれらが持っている有害な面の
充分な考慮というものの私達は欠いていました。そのために毒性、或いは環
境汚染をする農薬類、或いは副作用のある医薬品等の安全性を化学的に明ら
かにすることが非常に困難だからなのです。フロンガスと言うのを覚えてい
ますね、あのオゾン層、まさかフロンガスが35キロも上空に行ってやがてそ
れがオゾンを破壊して紫外線を通すなんていうことは、だれも考えなかった
ことです。
このようにイタイイタイ病の場合もそうですが1957年に荻野さんと言う町
の医者が重金属による鉱毒であると言ったのです。政府や会社は反論したの
ですが、1991年には患者が130名になり、やっと認められたのです。つまり
40年50年経たないとその因果関係が分からないのです。非常に難しい問題な
のです。或いは先ほど生物濃縮といいましたけど、水俣湾の有機水銀が食物
連鎖によって蓄積され水俣病になることも、因果関係を科学的に正確に突き
詰めることは大変難しいものなのです。ましてや食物連鎖或いは生物濃縮の
仕組みそのものでさえも分からなかった訳ですから、その間に多くの犠牲者
が出たことは間違いないことです。そのように医薬品の副作用だとかその他
の安全性というものを化学的に明らかにするには、多くの費用と多くの時間
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と多くの労力というものが必要になってきます。大変難しいです。ましてや
フロンのような自然のメカニズムによって二次的に発揮されてくる有害性ま
で明らかにすることは、なかなか難しいことであります。
サリドマイドの場合は、その薬によって手が短い障害児が出たのです、そ
の少女がちゃんと成長して大学生になり一人で旅に出るんですが、切符など
高い位置にあって買えないのです。そういう様子を映像化したものがありま
した。本当に自分をさらけ出し映像で放送されるということは凄いことだと
思います。それを見た我々もやっぱり全員が薬品の問題も恐いことであると
気が付きましたけれども、そういうことがありました。
キノホルムというのは、スモン病というのを知っていると思いますが。胃
腸薬です、ただ単に胃腸薬なんですが、副作用がありました。
DDTは発がん性の物質ですが、分かったのはつい最近ですよ、それまで
はDDTなんかは沢山使っていたわけです。例えば戦争に負けた時に小学生
の子どもたちに頭からDDTを振りかけていたのです。さらに、家の大掃除
をしたときに、畳の下にDDTをばらばら散布して使っていたものなのです。
それがまさか発がん性の物質であるとは分かりませんからね。それから天井
裏にあるアスベストもどこの学校もそれを使っていたのですから。
そういう歴史を我々は踏まえております。ぜひ君たちのような若者はどう
いう考え方で環境問題を考え、或いは一般的にしていくかを考えてもらえた
らと思います。
まあ、私達人類は自然というものを利用し、改造して、自然生態系という
ものを、人工的な生態系に変えることによって現代のような豊かな、そして
私達は便利な時代になりました。このことは一番君たちが享受しているので
分かっていることと思います。つまり、現代の文明は科学の進歩と発展によっ
て支えられたものであると言えるのです。私が大好きなコマーシャルがある
のですが、男の子が一人でいるとそこに織田信長が出てきてああ未来はいい
ねと言って、お茶でも入れてと言うと、たんすの中から、僕も呼んだと言っ
て千利休が出てくるのです。これは本当に科学技術の進歩に未来を象徴する
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ものだと思って私は見ているのですけど。そのような物質的な生産力の拡大
というのは、社会の発展と言うのを目指してきた私たちにとりましては、大
変意義深いことだと認めますよね。ただし生産至上主義ということが価値観
の中にドーンとあってそれ以外はもうないと、言うようなことになってくる
と、問題ではないかと思っています。どうでしょうか、つまりそれらの生産
至上主義という価値観が現在の深刻な多くの環境問題を生んだと言えるので
はないでしょうか。それは大きな自然たとえば海がある、海峡トンネル作ら
なければならない。そこを掘り進み作ったのは海があるからですね、海がな
ければそのまま行けるのだけど、それをやった時に非常に困難を極めました。
映画にもなりました、映画で人間がいかにすばらしい能力と技術を持ってい
るか映画になったわけですが、そういう問題、自然に立ちはだかって困難を
克服してきました、それはもう科学や技術の力であります。じゃあ私の大好
きな尾瀬というところがありますけれども、あの尾瀬をつぶして水力発電所
ダムを作ろうとしたのです。さあ尾瀬の自然かそれとも経済的な発展をとげ
るためのいわゆる開発を優先するのか決定は人間のもつ価値観が大きく左右
されるのではないでしょうか。どうぞ君たちはどういう価値観をもって生き
てゆくのか判断し考えてほしいと思います。ここまでが試験の範囲です。
サァ、それでは終わりにしましょう。
拍手があり花束が贈呈される。
一18一
